
 

 

二十四節気をさらに３つ（初候、次候、末候）に分け、約５日ごとの季節の移り変わりを示したのが七十

二候です。古代中国で決められたものですが、渋川春海が日本の風土に合ったものとして一部変更しました。

今日用いられているのはそこから多少改定され、明治期に公式とされたものです。 

 

 

 

 

二十四節気 初候 次候 末候 

九月中 霜降 
10/24 

～10/28 

霜始降 

しもはじめてふる 

10/29 

 ～11/2 

霎時施 

こさめときどきふる 

11/3 

～11/7 

楓蔦黄 

もみじつたきばむ 

十月節 立冬 
11/8 

 ～11/12 

山茶始開 

つばきはじめてひらく 

11/13 

～11/17 

地始凍 

ちはじめてこおる 

11/18 

～11/22 

金盞香 

きんせんかさく 

十月中 小雪 
11/23 

 ～11/26 

虹蔵不見 

にじかくれてみえず 

11/27 

～12/1 

朔風払葉 

きたかぜこのはをはらう 

12/2 

 ～12/6 

橘始黄 

たちばなはじめてきばむ 

十一月節  大雪 
12/7 

 ～12/11 

閉塞成冬 

そらさむくふゆとなる 

12/12 

～12/16 

熊蟄穴 

くまあなにこもる 

12/17 

～12/21 

鱖魚群 

さけのうおむらがる 

十一月中  冬至 
12/22 

～12/26 

乃東生 

なつかれくさしょうず 

12/27 

 ～12/31 

麋角解 

さわしかのつのおつる 

1/1 

～1/5 

雪下出麦 

ゆきわたりてむぎのびる 

※七十二候の日にちは、年により変動します。 

１０月から１２月頃の七十二候 


